
全員給食の実施に向けた中学校給食の取組状況について 

横浜市では、中期計画2022～2025の中で示した、令和８年度からの全員給食に向け、デリバリー方

式による供給体制の確保に向けた準備を進めています。 

令和８年度からの事業予定者が市内の全エリアで決定しましたので、生徒の意見を取り入れた献立

作成など、生徒が満足する給食の実現に向けた取組について報告します。 

新しい横浜の中学校給食に向けた取組状況

▮ 中学校給食推進校における汁物食缶の試行について

令和８年度から始まる食缶による汁物の提供について、一部の中学校給食推進校で試行を実施しま

した。アンケートでは約 83％の生徒が新しい汁物をポジティブに捉えており、理由として「おいし

い」、「あたたかい」と回答する生徒が多い結果となりました。配膳にかかった時間は 10 分程度であ

り、スムーズに行えていました。今後も検証を続けていきます。 

  また、食缶による汁物提供についてイメージしてもらうため、 

試行の様子について動画を作成し、保護者向けに配信しました。 

≪汁物食缶試行の概要≫ 

○試行期間：令和６年５月 14 日（火）から７月 12 日（金）まで（うち１週間～１か月）

○実 施 校：南希望が丘（１か月）、南が丘（１か月）、仲尾台（１週間）、瀬谷（１週間）、

矢向（２週間） 

▮ 全員給食に向けた献立改善の取組について

全ての生徒に満足してもらえる中学校給食の実現に向けて、令和５年度から実施している献立改善

の取組や、栄養教諭免許を有する指導主事による学校訪問に加え、令和６年度からは生徒の声を反映

した献立づくりの取組を積極的に実施しています。 
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新しい汁物を良いと感じた生徒 

※生徒向けアンケート結果（５校：1,052名）
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【動画はこちらから】 

（１）生徒が献立を決める「献立投票」の実施 新規 

生徒が食に関する知識も増やしながら、生徒自身の投票によって献立を決める取組を、令和６年度か

ら新たに実施します。 

令和６年７月には、試験的に中学校給食推進校 34 校において投票を行い、生徒の皆さんから電子ア

ンケートフォームを通じて 7,000 件を超える投票がありました。投票で選ばれた献立は年度内（令和７

年１月～３月）に実際に提供する予定です。 

なお、本取組については今後、対象校を全校に拡大して実施する予定です。 

＜投票 実施概要＞ 

○対象献立

テーマ「新しいフライと食べるソースの組合せ」

・海老カツ×チーズソース

・ハムカツ×デミソース

○投票期間

令和６年７月８日（月）から７月 19 日（金）まで

○実施校

中学校給食推進校 34 校

○投票数

7,049 件

※推進対象学年：8,806 人（【参考】34 校全学年：16,048 人）

（２）指導主事による学校訪問・献立改善

中学校給食の献立を作成している指導主事が、定期的に学校を訪問し、生徒の意見を直接聞きなが

ら、献立改善に取り組んでいます。令和６年度は、訪問目標を年間 20 校程度に拡充しています。 

なお、前項の「献立投票」に際しても、生徒からの「おなかにたまるもの」「部活を頑張る力になる

もの」「揚げ物」といった声を参考に、対象献立を決定しました。 

投票を呼び掛けるポスター 

【参考】対象献立の検討の様子 

生徒の声をもとに、必要となる栄養素を提供できる

ような揚げ物（フライ）と「食べるソース」を複数試

作し、どの組合せが生徒の人気を得られそうかを検討

しました。 

ソースは、そのまま食べてもおいしいように、具だ

くさんな内容となっていますが、生徒がより食べやす

いように具の大きさも工夫しています。 

こども青少年・教育委員会 
令 和 ６ 年 ９ 月 1 8 日 
教 育 委 員 会 事 務 局 
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【コラム１】衛生管理の強化の取組 

生徒・保護者の皆様に安全・安心に中学校給食をご利用いただくため、食品衛生検査や衛生管理

研修等を通じ、より質の高い給食を提供できるよう努めています。 

 

食品衛生検査 

給食で使用する物資(食材)の安全・安心の確保や物資規格の適合性の確認のため、令和６年度か

ら各給食調理製造事業者に納入された物資の抜き取り検査を実施しています。 

検査にあたっては、令和８年度以降の物資調達を見据え、公益財団法人よこはま学校食育財団と

連携して実施しています。 

※小学校給食物資も含め、検査結果は公益財団法人よこはま学校食育財団のホームページに掲載されています。 

 

衛生管理研修 

 令和６年７月に「検品」をテーマに衛生管理研修を実施しました。検品の目的・手順・方法や衛

生関係書類の記録・記載方法を再確認するとともに、各給食調理製造事業者の実践例や工夫点につ

いて紹介、意見交換を行うことで、衛生意識の更なる向上を図りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   座学のほか、グループワークを行うことで各事業者の情報交換も進めました。 

 

■研修内容（一部抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【コラム２】令和８年度に向けた新たな給食工場の工事進捗 

全員給食に向けた供給体制を確保するため、新たな給食工場の建築工事が行われています。 

 

市有地を活用した給食工場（Ａ区分）の工事進捗 

 

（１）事業実施体制 

   全体統括：ハーベストネクスト株式会社 

   施設所有：横浜スクールランチ株式会社 

設計・工事監理：株式会社田辺設計 

建設：馬淵・不動建設共同企業体 

 

（２）施設概要 

建 設 地：金沢区福浦一丁目５－２ 

構造規模：鉄骨造２階建 

敷地面積：16,205.15 ㎡ 

延床面積：10,200.50 ㎡ 

施設構成：●１階：検収室、調理場、見学スペース等 等 

        ●２階：炊飯室、アレルギー代替食調理室、事務室 等 

        ●立体駐車場（193 台）、駐車場（32 台）、防災備蓄倉庫 

調理能力：最大 30,000 食／日（アレルギー代替食 1,620 食／日を含む。） 

        ※数値は計画段階のものです。 

 

（３）事業実施までのスケジュール（予定） 

年 ６年度 ７年度 ８年度 

月 ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

建築工事                       

しゅん工                       

開業準備                       

事業実施                       

 

建築工事：令和６年９月～令和７年11月 

しゅん工：令和７年12月 

開業準備：令和８年１月～３月 

事業開始：令和８年４月 

 

民間事業者による給食工場（Ｂ区分）の工事進捗 

 

（１）施設所有：株式会社安田物産 

（２）建 設 地：都筑区折本町 

（３）供給能力：15,000 食／日 

このほか、別棟でＢ区分エリア全域のアレルギー代替食約 1,000 食／日を製造予定 

（４）スケジュール：令和６年７月上旬に新築工事を開始。令和６年度中の完成を目指す。 
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